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論  文  内  容  の  要  旨 
 
【緒言】成人 T細胞性白血病/リンパ腫（Adult T-cell leukemia/lymphoma, ATL）はその臨床像
からアグレッシブ ATL とインドレント ATL に分類される。ケモカインレセプターである CCR4
は、ATLの 90%以上に発現しており、モガムリズマブ（抗 CCR4抗体）の治療標的となっている。
次世代シーケンス技術により、ATL 患者の約 1/3 の症例で、CCR4 遺伝子変異が同定されたが、
その意義は十分に解明されていない。我々は、CCR4変異の臨床病理学的意義を解析した。 
 
【症例と方法】ATL 症例（n=116）のパラフィン切片または末梢血単核細胞よりゲノム DNA を
抽出した後、CCR4 遺伝子変異ホットスポットを含む DNA 断片を直接シーケンス法にて解析し





























（注）和文で２，０００字以内でまとめる   
 
 
  論文審査結果の要旨 
【緒言】成人 T 細胞性白血病/リンパ腫（Adult T-cell leukemia/lymphoma, ATL）は予後不良の







異塩基解析法である SNaPshot 法を用いて検出した。 
【結果】CCR4 変異は 38/116 例（33%）において認められた。CCR4 変異と臨床的因子との関連を検
討したが、年齢、性別、臨床病型、ECOG performance status、Ann Arbor stage、血清 sIL-2 レ
セプター、カルシウム、白血球数、ヘモグロビン、血小板数等いずれの臨床的因子とも有意な相
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